

































































































































































































































































































































































































回目に参加したが , 何らかの理由で 2回目を欠
Table 2　出席状況
　 1クール 2クール 3クール 4クール 合計人数 ％
申込み人数 60 51 53 49 213 　
1回目欠席 17 19 15 19  70 33％
1回目参加 43 32 38 30 143 67％
2回目欠席 10 13 17 10  50 23％
2回目とも参加 33 18 20 18  89 42％
2回目とも参加（リピーター）  0  1  1  2   4  2％

















































質問内容 1クール 2クール 3クール 4クール 回答件数 ％
今回の参加理由を教えてください
1 チラシの雰囲気で  1  1  3  1  6  7％
2 内容がおもしろそうだったから 16  9  5 10 40 45％
3 なんとなく 12 10  7  8 37 42％
4 参加を勧められたから  0  0  0  1  1  1％
5 友人に誘われたから  0  0  0  0  0  0％
6 〇〇部署に興味があったから  2  0  5  1  8  9％
7 キャリアセンターが共催だったから  0  0  3  1  4  4％
8 その他  4  2  6  7 19 21％
合　計 35 22 29 29 115 　
102 大学生の主体性を引き出す「踏み出す」プログラムの理論的枠組みと効果の検討（坂倉）
Table 4　参加理由（自由記述）




























































1クール 2クール 3クール 4クール 回答件数 ％
ワークショップ全体について，当てはまるものに☑してください
1 大変よかった 13  9 14 13 49 56％
2 よかった 15  9  5  5 34 39％
3 ふつう  2  0  1  1  4  5％
4 まあまあ  0  0  0  1  1  1％
5 よくなかった  0  0  0  0  0  0％
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